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200組以上が来場しました！200組以上が来場しました！

品評会に出品されたぶどうも販売しました！品評会に出品されたぶどうも販売しました！

イベント盛りだくさんの夏の思い出イベント盛りだくさんの夏の思い出

　有核（種あり）の部 25 点、無核（種
なし）の部 20 点のぶどうが出品され
それぞれの部で厳正に審査。
　有核の部で西時津支部の平山祥瑞さ
ん、無核の部で浜田支部の田中伸也さ
んがそれぞれ金賞に輝きました！

夕陽が丘そとめ

ぶどう祭り開催

ぶどう・焼肉・ジュース販売

とぎつ夏祭り

ぶどう部会時津部会

ぶどう品評会
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講師はにがおえTANOさん！講師はにがおえTANOさん！
似顔絵検定協会公認の似顔絵師さんです♪似顔絵検定協会公認の似顔絵師さんです♪

イベント盛りだくさんの夏の思い出イベント盛りだくさんの夏の思い出
夏休みの宿題をお手伝い！

絵画教室（琴海）

小学生 20 名が参加。「ご
はん・お米とわたし」を題
材にごはんやお米の思い出
を画用紙に描きました！

野菜の詰め放題大人気！

茂木支店 展示会

ヤギが来た！・サンドイッチ行列！

三和支店 展示会
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各
支
部
い
ち
ご
部
会
で
総
会
開
催
・
高
収
量
部
会
員
を
表
彰

　

大
西
海
い
ち
ご
部
会
は
７
月
20
日
に
通
常
総
会
を
開
き

ま
し
た
。

　

同
部
会
は
42
名
で
活
動
し
、
品
種
「
ゆ
め
の
か
」「
こ

い
の
か
」
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
22
年
産
は
「
こ
い
の

か
」
が
11
月
11
日
、「
ゆ
め
の
か
」
が
11
月
12
日
よ
り
出

荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。
６
月
20
日
が
最
終
出
荷
で
、
出

荷
数
量
４
１
４
・
９
トン
（
前
年
比
１
０
６
％
）、
販
売
金
額

５
３
３
百
万
円
（
前
年
比
１
０
９
％
）、
単
価
１
，２
８
６

円
（
前
年
比
１
０
３
％
）
と
前
年
を
上
回
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　

総
会
後
に
開
か
れ
た
販
売
実
績
検
討
会
で
は
高
収
量
部
会
員
を
表
彰
し
、
相
川
泰
行

さ
ん（
２
８
，６
８
８
パ
ッ
ク（
２
５
０
㌘
パ
ッ
ク
換
算
））が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

東
長
崎
地
区
い
ち
ご
部
会
は
７
月
25
日
に
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
は
令
和
３
年
度
同
様
に
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
活
動
が
制
限
さ
れ
、
視

察
研
修
を
中
止
す
る
な
ど
十
分
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
22

年
産
は
出
荷
数
量
71
・
８
トン
（
前
年
比

95
％
）、
単
価
１
，３
６
７
円
／
㌔
（
前
年

比
１
０
６
％
）、販
売
金
額
98
百
万
円
（
前

年
比
１
０
１
％
）
と
、
単
価
と
販
売
金
額

に
つ
い
て
は
前
年
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

同
会
で
優
良
栽
培
農
家
を
表
彰
し
、
単

位
収
量
の
部
で
金
原
太
紀
さ
ん
、
販
売
高

の
部
で
松
尾
達
也
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
１
位

に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
と
の
う
み
い
ち
ご
部
会
は
７
月
21
日
に
総
会
を
開
き

ま
し
た
。

　

同
部
会
は
21
名
で
活
動
。
新
規
部
会
員
や
新
規
就
農
者

が
加
入
し
、
Ｊ
Ａ
リ
ー
ス
事
業
を
活
用
し
た
こ
と
で
面
積

拡
大
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
11
月
９
日
か
ら
翌
年
６
月

17
日
ま
で
出
荷
が
続
き
、
出
荷
数
量
３
１
４
トン
（
前
年
比

１
１
９
％
）
を
出
荷
。
単
価
㌔
あ
た
り
１
，２
４
１
円
（
前

年
比
１
０
４
％
）、販
売
金
額
39
千
万
円（
前
年
比
１
２
４
％
）と
前
年
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

23
年
度
も
新
規
就
農
者
の
受
け
入
れ
と
Ｊ
Ａ
リ
ー
ス
事
業
を
活
用
し
、
更
な
る
面
積

拡
大
に
取
り
組
み
、
収
量
増
大
と
部
会
の
発
展
を
図
り
ま
す
。

　

同
会
で
高
収
量
部
会
員
を
表
彰
し
、
３
３
，７
９
７
パ
ッ
ク
（
２
５
０
㌘
換
算
）
を

出
荷
し
た
田
崎
由
純
さ
ん
が
1
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

日
吉
い
ち
ご
部
会
は
８
月
４
日
に
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

同
部
会
は
令
和
４
年
度
に
部
会
員
が
一
人
増
え
現
在
24
名

で
活
動
。
作
付
面
積
約
４
６
５
㌃
で
「
ゆ
め
の
か
」「
恋
み

の
り
」「
さ
ち
の
か
」
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
ク
リ
ス
マ
ス
前
に
寒
波
が
襲
来
し
、
年
内

の
出
荷
量
が
減
少
す
る
な
ど
気
象
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、

そ
の
後
部
会
員
の
努
力
に
よ
り
出
荷
数
８
７
９
，６
８
５
パ
ッ
ク
（
前
年
比
１
１
１
％
）、

出
荷
数
量
約
２
２
１
トン
（
前
年
比
１
１
２
％
）、
販
売
金
額
２
８
６
，９
９
７
千
円
（
前

年
比
１
０
６
％
）
と
前
年
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

販
売
反
省
会
で
は
、
令
和
４
年
産
の
イ
チ
ゴ
販
売
実
績
な
ら
び
に
経
過
を
報
告
し
た

ほ
か
、
野
口
拓
也
さ
ん
（
１
位
）、
峯
由
美
さ
ん
（
２
位
）、
作
本
充
博
さ
ん
（
３
位
）

の
３
名
を
部
会
優
良
生
産
者
と
し
て
報
告
し
ま
し
た
。

大
西
海
い
ち
ご
部
会 

通
常
総
会

東
長
崎
地
区
い
ち
ご
部
会 

総
会

こ
と
の
う
み
い
ち
ご
部
会 

総
会

日
吉
い
ち
ご
部
会 

総
会

最優秀賞を獲得した相川さん最優秀賞を獲得した相川さん１位に輝いた田崎さん１位に輝いた田崎さん

単位収量の部で１位に輝いた単位収量の部で１位に輝いた
金原さん金原さん挨拶する野口部会長挨拶する野口部会長
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各
直
売
所
で
も
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

じ
げ
も
ん
長
与
は
７
月
19
日
、
第
15
回
通
常
総
会
を
開
き
ま

し
た
。

　

令
和
４
年
度
の
全
体
の
売
り
上
げ
は
４
億
４
５
５
万
円
。
こ

の
う
ち
２
割
弱
を
花
き
類
が
占
め
、
店
内
に
入
る
と
１
列
分
の

陳
列
台
を
埋
め
尽
く
し
た
花
の
売
り
場
が
目
を
引
き
ま
す
。

　

出
荷
会
員
は
約
３
０
０
人
。
出
荷
者
が
情
報
を
交
換
し
な
が

ら
売
り
場
づ
く
り
に
励
み
、
手
作
り
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
で
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
ま
す
。
旬
を
迎
え
た
品
目
の
情
報
は
店
舗
間
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
活
用
し
、
だ
ぶ
つ
き
や
欠
品
の
軽
減
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
に
お
い
て
も
消
費
者
に
愛
さ
れ
る
商
材
を
取
り
揃
え
、
新
鮮
で
安
全
・
安
心

な
農
産
物
の
生
産
を
行
う
た
め
、
栽
培
技
術
の
向
上
や
知
識
の
高
揚
を
図
り
、
会
員
相
互
の

所
得
向
上
を
目
指
し
て
い
く
と
報
告
し
ま
し
た
。

　

東
長
崎
地
区
ふ
れ
あ
い
市
部
会
は

７
月
５
日
に
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
「
ふ
れ
あ
い
市
」
は
１
９
９
６
年

に
発
足
し
た
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
で
す
。

現
在
は
東
長
崎
店
、
大
浦
店
、
新
大

工
店
、
住
吉
店
の
４
店
舗
を
展
開

し
て
い
ま
す
（
東
長
崎
地
区
の
み
）。

同
部
会
の
会
員
数
約
５
０
０
人
で
運

営
し
、
地
元
の
生
産
者
と
消
費
者
の

ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
存
在
感
を
高

め
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
ス
ー
パ
ー
の
大
型
化
と
産

直
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
に
よ
る
販
売
競

争
の
激
化
や
円
安
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
に
伴
う
資
材
高
騰
、
新
型
コ
ロ
ナ

禍
な
ど
生
産
者
や
直
売
所
に
と
っ
て

厳
し
い
中
で
の
運
営
と
な
り
ま
し
た

が
、
東
長
崎
店
に
お
い
て
は
販
売
金

額
で
２
３
９
，５
０
３
千
円
（
前
年

対
比
１
０
１
％
）
と
前
年
を
上
回
る

実
績
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
は
食
の
安
全
・
安
心

に
配
慮
し
た
生
産
履
歴
記
帳
提
出
の

義
務
化
や
栽
培
講
習
会
、
集
客
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
産
地
消
運
動
を
通
じ
、
産
地
情
報

の
開
示
や
地
域
の
特
性
を
活
か
し
な

が
ら
直
売
所
な
ら
で
は
の
生
産
者
の

顔
の
見
え
る
魅
力
あ
る
店
舗
運
営
を

行
っ
て
い
く
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

総
会
の
中
で
出
荷
日
数
が
多
い
会

員
を
表
彰
し
、出
荷
優
秀
賞
の
部（
店

舗
出
荷
最
高
位
３
５
７
日
）
９
名
、

出
荷
日
数
の
部
３
０
０
日
以
上
45
名
、

２
９
０
日
以
上
６
名
に
賞
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
７
月
７
日
西
海
市
西
彼
町
同
Ｊ
Ａ

北
部
営
農
セ
ン
タ
ー
で
生
産
者
直
売
所
出
荷
協
議
会
総
会
を
開

き
ま
し
た
。

　

同
出
荷
協
議
会
は
２
０
０
５
年
４
月
、
生
産
者
直
売
所
を
通

じ
て
地
域
や
農
業
の
活
性
化
を
図
り
、
会
員
の
所
得
向
上
や
生

活
の
安
定
及
び
会
員
相
互
の
親
睦
を
目
指
し
て
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
の
会
員
数
は
約
６
０
０
人
。
特
産
品
で
あ
る
ゆ
で
ぼ

し
大
根
や
ミ
カ
ン
を
は
じ
め
野
菜
や
果
物
、
花
卉
な
ど
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
清
涼
祭
、
収
穫
祭
、
Ｊ
Ａ
祭
協
賛
感
謝
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
来

店
者
を
呼
び
込
み
売
上
げ
を
伸
ば
し
、
３
９
８
，８
７
６
千
円
売
り
上
げ
ま
し
た
。
令
和
５

年
度
も
同
様
に
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
ほ
か
、
各
種
講
習
会
を
開
き
、
会
員
の
技
術
向
上
や
農
産

物
の
品
質
向
上
に
繋
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

じ
げ
も
ん
長
与 

総
会

東
長
崎
地
区
ふ
れ
あ
い
市 

総
会

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

総
会
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岳
下
さ
ん
金
賞
獲
得

出
島
ば
ら
い
ろ
枝
肉
共
励
会

毎月19日は食卓の日
長崎市役所食堂で出島ばらいろ

　

７
月
31
日
に
福
岡
県
太
宰
府
市
の
Ｊ
Ａ
全
農
ミ
ー
ト

フ
ー
ズ
㈱
九
州
営
業
本
部
で
令
和
５
年
度
夏
季
「
長
崎

和
牛
・
出
島
ば
ら
い
ろ
」
枝
肉
共
励
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
上
物
率
91
・
７
％
の
大
会
の
中
で
、
岳
下
肇
さ
ん

の
出
品
牛
が
金
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

共
励
会
は
生
産
技
術
の
向
上
を
目
指
し
、
毎
年
夏
と

冬
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
共
励
会
で
は
生
産
者

８
名
が
去
勢
20
頭
、
雌
４
頭
の
計
24
頭
を
出
品
。
金
賞

１
点
、
銀
賞
１
点
、
銅
賞
２
点
を
選
び
ま
し
た
。
出
品

牛
全
体
成
績
は
、
枝
肉
重
量
は
去
勢
５
５
６
・
４
㌔
、
雌

４
９
６
・
７
㌔
で
、
格
付
け
は
５
等
級
が
20
頭
、
４
等

級
が
３
頭
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
長
崎
和
牛
・
出
島
ば
ら
い
ろ
」
は
長
崎
市
内
８
戸

の
農
家
が
生
産
し
て
い
ま
す
。
バ
ラ
の
花
の
色
を
連
想

さ
せ
る
鮮
や
か
な
赤
色
と
、
正
肉
歩
留
ま
り
が
良
く
バ

ラ
肉
が
分
厚
い
の
が
特
徴
。
肉
牛
の
発
育
生
理
に
合
わ

せ
た
飼
育
を
行
い
、
厳
選
さ
れ
た
原
料
を
ベ
ー
ス
に
し

た
配
合
飼
料
で
、
健
康
で
安
全
な
牛
肉
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

長
崎
地
区
肥
育
牛
部
会
で
生
産
さ
れ
て
い
る
「
長
崎

和
牛
・
出
島
ば
ら
い
ろ
」
を
使
用
し
た
料
理
、「
出
島

ば
ら
い
ろ
の
和
牛
ハ
ン
バ
ー
グ 

ベ
ー
コ
ン
巻
き
～
お

ろ
し
ソ
ー
ス
と
サ
ラ
ダ
仕
立
て
～
」
が
長
崎
市
役
所
食

堂
の
ル
・
シ
ェ
フ
で
８
月
18
日
に
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
食
堂
で
提
供
さ
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
は
「
出
島
ば
ら

い
ろ
」が
贅
沢
に
使
わ
れ
、さ
っ
ぱ
り
し
た
お
ろ
し
ソ
ー

ス
で
仕
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
営
業
開
始
前
か
ら
50
人
以

上
が
並
び
、
多
く
の
人
が
限
定
の
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
を

注
文
し
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
が
１
月
に
開
庁
し
て
以
降
、「
出
島
ば
ら
い

ろ
」
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
は
初
め
て
で
す
。

新
庁
舎
に
移
り
、食
堂
の
利
用
者
が
増
え
た
こ
と
で「
出

島
ば
ら
い
ろ
」
の
さ
ら
な
る
認
知
度
向
上
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

７
月
13
日
、
長
与

支
店
に
電
気
自
動
車

が
納
車
さ
れ
ま
し
た
。

燃
費
が
よ
く
二
酸
化

炭
素
排
出
量
も
少
な

い
環
境
に
優
し
い
移

動
手
段
と
し
て
導
入

し
た
ほ
か
、
新
店
舗

建
設
の
際
に
設
置
し

た
Ｖ
２
Ｈ
（V

ehicle 
to H

om
e

）
の
実
用

化
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

Ｖ
２
Ｈ
は
電
気
自
動
車
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
蓄
電
池

か
ら
建
物
の
中
に
電
気
を
送
る
た
め
の
装
置
で
、
災
害

時
の
非
常
用
電
源
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
。
蓄

電
池
の
機
能
と
し
て
、
４
人
世
帯
で
１
日
の
平
均
消
費

電
力
を
13
・
１
ｋ
Ｗ
と
し
て
試
算
し
た
場
合
、
フ
ル
充

電
で
３
～
４
日
生
活
で
き
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
充
電

回
数
に
換
算
す
る
と
約
３
，５
０
０
～
４
，０
０
０
回
と

な
り
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
は
２
月
２
日
に
長
与
町
と
の
「
災
害
時
等
に

お
け
る
施
設
利
用
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
。
こ
の
協

定
に
よ
り
長
与
町
内
で
災
害
が
発
生
し
、
災
害
対
策
本

部
を
立
ち
上
げ
た
場
合
に
お
い
て
、
長
与
町
か
ら
の
要

請
に
応
じ
て
長
与
支
店
の
施
設
の
一
部
を
提
供
し
ま
す
。

　

今
回
電
気
自
動
車
の
導
入
に
よ
り
Ｖ
２
Ｈ
の
機
能
を

十
分
に
活
用
し
、
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
万
一
の
災

害
に
備
え
ま
す
。

氏名（敬称略）
金　賞 岳下　　肇
銀　賞 前田　博孝

銅　賞
山道　俊夫
林　　勝行

赤身と脂身の旨味のバランスが良く、おろしソースでさっぱり赤身と脂身の旨味のバランスが良く、おろしソースでさっぱり

導入されたEV車導入されたEV車

災
害・停
電
時
に
も
安
心

長
与
支
店
に
電
気
自
動
車
を
納
車
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Ｊ
Ａ
運
営
へ
積
極
参
加
を

青
年
組
織
協
議
会
総
会

正
職
員
と
し
て
今
後
の
抱
負
を
述
べ
る

新
入
職
員 

正
職
員
辞
令
交
付
式

　

青
年
組
織
協
議
会
は
７
月
12
日
、
Ｊ
Ａ

本
店
で
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

青
年
組
織
協
議
会
は
現
在
82
名
の
会
員

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
は
展

示
会
、
Ｊ
Ａ
祭
に
伴
う
餅
つ
き
や
精
肉
等

の
販
売
、
農
産
物
品
評
会
、
環
境
整
備
な

ど
様
々
な
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
は
「
将
来
を
見
据
え
た
青

年
組
織
協
議
会
と
し
て
の
在
り
方
」
を

テ
ー
マ
に
、
継
続
性
と
い
う
目
的
を
持
っ

　
Ｊ
Ａ
長
崎
せ
い
ひ
は
８
月
１
日
に
辞
令

交
付
式
を
行
い
、
７
月
末
に
試
用
期
間
が

終
わ
り
正
職
員
と
な
っ
た
２
０
２
３
年
度

新
入
職
員
に
辞
令
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

中
川
組
合
長
は
「
誰
し
も
思
い
通
り
の

事
ば
か
り
で
は
な
く
、
様
々
な
問
題
も

あ
っ
た
と
思
う
。
先
輩
た
ち
や
上
司
と
交

流
を
深
め
な
が
ら
慣
れ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
挨
拶
。
辞
令
を
受
け
取
っ
た
新
入

職
員
１
人
１
人
が
今
後
の
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。

て
活
動
を
展
開
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ
運
営
へ
積

極
参
加
・
参
画
を
行
う
ほ
か
、
管
内
の
若

手
農
業
者
の
輪
を
拡
大
し
、
結
束
力
を
高

め
地
域
農
業
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

三
浦
孝
路
会
長
は
「
今
後
も
地
域
農
業

の
振
興
を
は
じ
め
、
地
域
と
農
業
を
結
ぶ

食
農
教
育
の
実
践
、
組
織
基
盤
強
化
な
ど

の
問
題
に
対
し
、
若
い
力
を
結
集
し
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

西
彼
支
店
で
金
融
業
務
を
担
当
す
る
竹

内
翔
さ
ん
は
「
昨
日
ま
で
と
今
日
か
ら
の

業
務
は
変
わ
ら
な
い
が
、
正
職
員
に
な
っ

た
こ
と
で
で
き
る
こ
と
も
増
え
、
責
任
も

も
っ
と
増
え
る
。
出
来
る
出
来
な
い
で
は

な
く
、
全
て
自
分
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が

ら
活
動
の
引
き
出
し
を
た
く
さ
ん
作
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

挨拶する三浦会長挨拶する三浦会長

小型ドローンの飛ばし方を教える青年部員（三和支店展示会）小型ドローンの飛ばし方を教える青年部員（三和支店展示会）

一人一人が抱負を発表一人一人が抱負を発表

辞令を交付しました辞令を交付しました
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高
校
生
が
農
作
物
の

付
加
価
値
を
創
出

長
崎
商
業
高
校

発
表
大
会
で
最
優
秀
賞
獲
得

　
長
崎
商
業
高
等
学
校
で
は
、
農
業
を
テ
ー

マ
に
「
商
業
高
校
生
の
力
で
長
崎
の
農
業
を

活
性
化
さ
せ
、
農
業
従
事
者
の
皆
様
を
元
気

に
し
た
い
」
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
＋
を
は
じ
め
、
営
農

経
済
課
、
ア
グ
リ
未
来
長
崎
が
情
報
提
供
や

食
材
の
調
達
、
生
産
者
へ
の
連
絡
調
整
な
ど

を
協
力
し
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
①
地
元
の
農
作
物
を
使
っ
た

商
品
を
開
発
し
、
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
農

作
物
に
付
加
価
値
を
創
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。
②
開
発
し
た
商
品
を
企

画
・
販
売
し
、
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

原
材
料
・
食
材
と
し
て
地
元
の
農
作
物
が
再

評
価
さ
れ
、
新
た
な
価
値
を
創
出
す
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。
と
、
２
つ
の
仮

説
を
立
て
、「
農
作
物
に
関
す
る
価
値
の
創

出
」
を
テ
ー
マ
に
実
践
。
西
海
市
西
海
町
面

高
地
区
の
「
ゆ
で
ぼ
し
大
根
」
を
タ
ル
タ
ル

ソ
ー
ス
と
し
て
使
用
し
た
お
魚
サ
ン
ド
の
制

作
や
、
規
格
外
の
ミ
カ
ン
・
廃
棄
予
定
の
イ

チ
ゴ
を
使
用
し
た
ジ
ャ
ム
の
製
造
、
製
造
し

た
ジ
ャ
ム
を
二
次
利
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
開

発
な
ど
様
々
な
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
７
月
28
日
に
ア
ル
カ
ス
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
で

開
催
さ
れ
た
「
第
57
回
長
崎
県
高
等
学
校
生

徒
商
業
研
究
発
表
会
」
で
は
実
践
結
果
を
発

表
し
、
付
加
価
値
の
創
出
に
成
功
し
た
も
の

の
農
業
従
事
者
の
利
益
に
繋
が
っ
て
い
な
い

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
と
並
行
し
て
、
新

た
に
農
業
従
事
者
の
幸
せ
に
つ
な
げ
る
た
め

の
活
動
を
行
っ
て
い
く
と
報
告
し
、
本
大
会

で
最
優
秀
校
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
塩
こ
う
じ
パ
ウ
ダ
ー
を
使
う
こ
と
で
柔
ら

か
く
な
り
食
べ
や
す
く
な
っ
た
鶏
肉
や
、
素

（
も
と
）を
使
用
し
た
キ
ュ
ウ
リ
漬
、
ゼ
リ
ー

や
飲
む
黒
酢
の
試
飲
・
試
食
を
用
意
し
ま
し

た
。
買
い
物
に
来
た
お
客
さ
ん
を
は
じ
め
、

大
会
の
結
果
報
告
に
来
た
長
崎
商
業
高
校
の

生
徒
や
先
生
も
様
々
な
Ａ
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品

の
試
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
塩
こ
う
じ
づ
く
り
体
験
も
実
施
し
、

大
人
か
ら
子
供
ま
で
楽
し
み
ま
し
た
。

AGRI+で試食宣伝会を開催しました！
長崎商業高校生が大会の結果報告に来ました

� スライドを使って発表（in�アルカスSASEBO）� スライドを使って発表（in�アルカスSASEBO）

左写真／レシピも共有しました
右写真／�帰る前にはAコープマーク品の試食も
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ＳＤＧｓと女性部 ―SDGs17の目標達成に向けて―
JA長崎せいひ女性部でも、SDGsを意識して活動を進めております。

三和支部　三和支店展示会 カレーづくり

喜々津支部
けいらんまんじゅうづくり

古賀支部　まんじゅうづくり

時津支部
料理講習会
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の長 せ ひ崎 い 広報ニュース

事業戦略室からのお知らせ
農業新聞を読んでいただいている

方へ

キャンペーンのお知らせ

時津町ふるさと納税
2,600件以上

　ぶどう部会時津部会で栽培しているぶどうは、時津町ふるさと納税
の返礼品としても出荷されています。シャインマスカットや巨峰をは
じめ、クイーンニーナ、BKシードレスなど、今年度は 2,600 件以上（令
和４年度は 2,391 件）が見込まれ、うちおよそ 2,300 件はシャイン
マスカットなどの無核ブドウが出荷されます。
　８月 25日には同部会より時津町の吉田義德町長へブドウを贈呈し、
本年産のブドウの生育状況について報告しました。

ふるさと納税用のぶどうの集荷ふるさと納税用のぶどうの集荷

時津町へ贈呈時津町へ贈呈
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総務部からのお知らせ

金融共済部からのお知らせ

年金に関するお悩みをお持ちではないですか？ JAでは年金に関するご相談を受け付けており
年金の専門家の社会保険労務士がわかりやすく相談に応じます。

相談
無料

女性農業者のみなさんへ女性農業者のみなさんへ

ポイント

1
ポイント

2

「終身年金」で、女性の長い老後を

　　しっかりサポートします。

家族経営協定を結べば
　 保険料の国庫補助も受けられます。
女性の農業経営への参画を
　 　　　　　 しっかり応援します。

ポイント

3
●専門相談員
TEL：03-3502-3199

●企画調整室
TEL：03-3502-3942

https://www.nounen.go.jp/

独立行政法人 農業者年金基金

農業者年金の内容やご相談については、最寄りの農業委員
会かJAまたは農業者年金基金にお問い合わせください。

2023.5

詳しくは… 農業者年金基金 検 索税制面で大きな優遇措置

11 ひなた2023



【温州みかん】
　今月は、極早生みかんの収穫出荷がピークを迎え、早生みかんの収穫も始まります。果実の取り扱いは丁寧に行い、収穫・出
荷に努めてください。
　また、中晩柑（不知火等）において乾燥が続く場合は、週に１回程度かん水を行ってください。

１．樹上選果
　樹の状況を確認し「日焼け果」、「極小果」等を摘果します。着果量が少ない樹については、早い時期に行うと秋芽が発生する
場合がある為収穫直前に実施しましょう。

２．病害虫防除
対象病害虫 使用薬剤並びに濃度

腐敗防止

・ベンレート水和剤�������� 4,000倍
　（収穫前日まで、みかん４回）
・べフラン液剤25�������� 2,000倍
　（収穫前日まで、みかん３回）
・ロイヤルシリカ���������� 800倍
・アビオン-E����������� 1,000倍

浮皮軽減【早生・普通】 クレント������������� 100倍
※腐敗防止剤は、前回の散布から10日後または、80mm以上降雨があった場合は再散布しましょう。
※べンレート水和剤の替わりにトップジンＭ水和剤2,000倍（収穫前日まで）も散布できる。
※腐敗防止剤の混用順
①アビオン-Ｅ→②ロイヤルシリカ→③ベンレート（水）またはトップジンＭ（水）→④べフラン（液）25

３．秋肥の施用と葉面散布
〇秋肥の施用目安
品　種 時　期 肥　料　名 施用量（10a）

極早生 10月中旬 みかん１号
（みかん２号）

７．５袋
（６袋）

〇収穫後の葉面散布
・尿素または果樹用液肥（青）500倍を７日から10日間隔で３回は散布しましょう。

【びわ】
１．摘房
　摘房作業は実施時期が早いほど効果が高まります。早花・充実していない花房については早めに摘房を実施してください。
　摘房率は、最終的に全新梢の60%を目安に実施しましょう。また、副梢は、中心枝に比べ小玉で熟期が遅れる傾向にあるため、
中心枝の花房を残すようにしてください。
　寒害被害を受けやすい園では花房を多めに残し、生存率を高めましょう。

２．病害虫防除について
散布時期 対象病害虫 使用農薬・濃度 注意事項

10月 たてぼや病（ビワサビダニ）
ハダニ

ペンコゼブ水和剤�����600倍
アタックオイル������100倍

・�ペンコゼブ（水）は皮膚かぶれを生じることがある
ので注意する。散布は落弁期までとする

３．寒肥の施用について
　寒害に備え樹勢をつける目的として10月下旬を目安に寒肥の施用を行いましょう。樹勢が弱いと寒害を受けやすくなります。
【10a当たりの施肥基準】

樹齢
燐硝安加里１号
（15-15-12）

びわ　なつたより
（8-4-3）

5年以下 1/4 ～ 1/3袋 1/2袋
10年 1袋 2袋
15年 1.5袋 3袋
20年 2袋 4袋

果　樹（総合） 北部営農経済センター 琴海支店営農経済店舗
尾﨑　大祐

営 農 情 報
※詳しくは最寄りの支店の営農指導員へお問い合わせください。

10月

混
　
用
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ストック栽培について

水稲栽培管理について

●品種
アイアンシリーズ、アーリーアイアンシリーズ
（オールダブル種としてホワイトコランダム等あり）

●育苗
�・�播種量（1a当たり）
　一本立ち種：40～ 60ml（オールダブル種で20～ 30ml）
�・�育苗箱に播種し、新聞をかけます。※八重鑑別をしやすくする為、
すじ播きで行います。
�・播種して３日～４日目で発芽します。
�・徒長防止のため、２割程度が発芽したら新聞を取り除きます。
�・�高温時は寒冷紗等の遮光も必要ですが、徒長しないよう注意しま
しょう。
�・乾燥には十分に注意し、かん水はむらがないように行いましょう。

●八重鑑別
�・八重鑑別のポイント
　①発芽を揃える
　②鑑別時は乾燥気味にする
　③鑑別の適期は播種後7日～14日（子葉展開期～本葉展開期）
�・鑑別時期の八重咲きになる可能性が高い苗の形質
　①子葉展開時　子葉の葉色が薄い苗
　②本葉展開時　最大葉の葉色が薄い苗、最大葉長が長い苗
　③定植時　　　最大葉長が長い苗
※10本程度に区切りながら鑑別を行うと見やすい
※最終的に播種量の1/3程度の苗を残す

１.「ヒノヒカリ」の適期刈り取りについて（目安）
◎�一つの穂に着く籾のうち、青籾の割合が約10%（最長稈穂）
程度になった頃が刈り取りの適期です。

※�ヒノヒカリの刈取時期別玄米品質は、成熟期の２日前～成
熟期までが最も良く、青米はやや残るが、乳白米、茶米が少
なく、光沢が良い。
　�刈り遅れると茶米の発生が多くなる等の影響が出るので、
刈り取り日程を調整するときは、遅めよりも早めの作業設
定を行ってください。しかし、過剰な早刈りは品質を低下
させるので注意してください。

２．「なつほのか」の適期刈り取りについて（目安）
◎�一つの穂に着く籾のうち、青籾の割合が約５％未満（最長
稈穂）になった頃が刈り取りの適期です。

※�なつほのかの刈取時期別玄米品質は、成熟期～成熟期６日
後までが最も良い。
　�早刈りは未熟粒が多くなり、刈り遅れは茶米や胴割れが多
く、食味も低下します。
　�なつほのかは、ヒノヒカリと比べ、刈り遅れによる品質低
下は少なく、早刈りにより品質・食味の低下が大きい品種

●定植準備
【施肥基準】

肥料名 施用量
（10a当たり） 備考欄

完熟堆肥 3t 土壌改良剤は土
壌診断に基づき、
施用した方が良
いでしょう。

苦土石灰 100kg
BMようりん 40kg

花き1号（8－7－7） 180kg

●定植
�・１５ｃｍ５目ネットに１目２本植え（1ａ当たり3,900～ 4,000本）
�・定植前日に苗床、定植床を十分かん水しましょう。
�・播種後20日頃の本葉３～４枚程度の若苗を定植します。
�・高温期は定植後５日程寒冷紗を張り、地温を下げ活着を促します。

●定植後の管理
�・�かん水は生育初期に十分かん水し、発蕾後は徐々に減らし、少し
乾燥気味に管理します。
�・温度管理は最高気温２５℃、最低気温５℃を保ちましょう。
　（高温では花とび、低温では花穂のつまりが見られます）
�・�ストックはホウ素欠乏症が出やすいため、症状が見られたら、葉面
散布等で補いましょう。

●収穫
�・５～８輪開花したものを収穫しましょう。
�・収穫後の水揚げは花穂が曲がらないように立てて行いましょう。

です。成熟期をじっくり待ってから刈り取るようにしま
しょう。

３．「にこまる」の適期刈り取りについて（目安）
◎�一つの穂に着く籾のうち、青籾の割合が約10～ 5%（最長
稈穂）になった頃が刈り取りの適期です。

※�にこまるの刈取時期別玄米品質は、成熟期～成熟期４日後
までが最も良い。

　�早刈りは、青米等が多く残る可能性があります。また、ヒノ
ヒカリほど成熟期後の品質低下は少ないので、あまり刈り
急がないように注意してください。

刈り取り前の水管理について
早期に土壌を乾燥させた場合はヤセ米、不完全米、屑米、
胴割れ米、茶米などを増加させ、整粒歩合が低下し品質を
低下させます。
無理に最後まで水を溜める必要はありませんが、落水する
場合、刈り取り３～５日前まで田面に湿り気が残るように
走水等で調整してください。

作型 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
一本立ち種

花　き 北部営農経済センター 琴海支店営農経済店舗
倉本　敬介

播種 定植 収穫

水　稲 南部営農経済センター 日吉営業所
谷口　晃一
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私
の
終
活
の
き
っ
か
け

　

８
月
か
ら
、
事
業
戦
略
室
に
配
属
さ
れ

ま
し
た
「
ふ
な
ば
」
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
私
が
「
終
活
」
に
興
味
を
持
っ

た
の
は
、
認
知
症
の
両
親
の
介
護
を
体
験

し
て
い
る
時
に
色
ん
な
悩
み
を
抱
え
、
そ

の
後
の
終
末
期
医
療
の
こ
と
や
、
葬
儀
、

相
続
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
た
い
と
思
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
、「
終
活
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
」
の
資
格
を
取
り
ま
し
た
。　

　

そ
し
て
、「
終
活
」
は
、
親
の
た
め
だ

け
で
は
な
く
、
自
分
の
た
め
、
子
供
た
ち

の
た
め
に
な
る
。
そ
し
て
、
農
業
者
の
皆

様
に
と
っ
て
も
、
と
て
も
大
切
な
分
野
で

あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
農
業
普
及
指
導
員
と
し
て
40

年
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
違
っ
た
形

で
農
業
者
の
皆
様
の
た
め
に
な
り
た
い
と

思
い
、「
終
活
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
の
資
格

を
生
か
し
て
、
Ｊ
Ａ
長
崎
せ
い
ひ
の
職
員

と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

続
」
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
元
気
な
う

ち
に
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

Ｊ
Ａ
は
、
終
活
の
総
合
商
社

　

自
分
の
資
産
や
思
い
を
、
次
世
代
に
ど

う
つ
な
い
で
い
く
か
。
そ
の
相
談
先
と
し

て
、
Ｊ
Ａ
に
は
、
信
用
部
門
、
共
済
部
門
、

葬
祭
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　
「
共
済
」「
年
金
」「
相
続
」
等
に
つ
い

て
の
資
産
を
整
理
し
た
り
、「
葬
儀
」「
供

養
」「
介
護
」
へ
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と

終
活
と
は

　
「
死
に
支
度
」
み
た
い
で
、「
私
に
は
ま

だ
早
い
」
と
か
「
縁
起
で
も
な
い
」
っ
て

感
じ
で
す
よ
ね
。

　

で
も
、「
終
活
」
と
は
、「
終
焉
を
考
え

る
こ
と
を
通
じ
て
、
自
分
を
見
つ
め
、
今

を
よ
り
よ
く
生
き
る
活
動
」
な
ん
で
す
。

今
、
何
を
す
べ
き
か
準
備
を
進
め
る
こ
と

で
、自
分
自
身
に
と
っ
て
も
、家
族
に
と
っ

て
も
、
後
悔
を
し
な
い
た
め
の
大
切
な
取

り
組
み
に
な
り
ま
す
。　

　

下
記
の
グ
ラ
フ
①
に
も
あ
る
よ
う
に
、

人
生
１
０
０
年
時
代
。
自
分
ら
し
く
生
き

生
き
と
暮
ら
す
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
か

ら
、
コ
ツ
コ
ツ
と
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

大
切
な
の
は
、
元
気
な
う
ち
に

家
族
と
の
話
し
合
い

　
「
相
続
」
は
、
死
後
に
誰
し
も
が
生
じ

る
事
柄
で
す
。
グ
ラ
フ
②
に
あ
る
よ
う
に
、

「
遺
産
分
割
事
件
」
に
な
る
遺
産
額
は
、

１
，０
０
０
万
円
以
下
が
32
％
で
す
。「
争

で
準
備
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
終
活
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し

て
、
女
性
部
や
青
年
部
、
各
生
産
部
会
、

葬
祭
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
セ
ミ

ナ
ー
や
個
別
相
談
を
通
し
て
皆
様
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
：
事
業
戦
略
室

☎
０
９
５-

８
２
５-

５
６
０
２

は
じ
め
ま
し
て
。

終
活
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
舩
場
で
す

グラフ②

グラフ①
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中央葬祭センターからのお知らせ
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理 事 会 報 告 令和５年度　第７回定例理事会　令和５年８月30日

地蔵まつり（飯香浦町・太田尾町）
　地蔵まつりでは、保存会会員がそうめん編み、だんご作り、
饅頭菓子（ラクガン）等の飾り付けを分担し、準備に当た
ります。
　飾りそうめんの技術は、江戸中期ごろから始められたも
のと言われています。生そうめんの幔幕と鎧兜一対を複雑
な工程を経ながら編み上げていく技術は全国的に見ても珍
しいもので、長崎市の無形民俗文化財に登録されています。
　成尾地蔵堂（飯香浦町）と丸尾地蔵本堂（太田尾町）に
それぞれ飾りそうめんやだんごなどを供え、家内安全を願
いました。

■付議事項
第１号議案 〈金融共済部〉子会社に対する融資承認の件
第２号議案 〈金融共済部〉大口融資先取引承認の件
第３号議案 〈総務部〉固定資産の取得について
第４号議案 〈総務部〉有価証券の減損処理基準の改定について
第５号議案  〈営農経済部〉多品目対応型簡易式フリートレー

選果機導入の件について
 ※すべて可決承認された。

■報告事項
１ 〈総務部〉令和５年度　第２回ALM委員会の報告について
２ 〈事業戦略室・生活福祉部〉子会社経営報告について
３ 〈監査部〉第２回内部監査の結果について
４ 〈監査部〉無通告現金現物監査（６月・７月度）の結果について
５ 〈生活福祉部〉直売所店舗の一部再編の件について

６  〈総務部〉R ３不祥事再発防止策（継続取組）取組状況報
告について（第１四半期）

７  〈総務部〉令和５年度コンプライアンス・プログラム第
１四半期進捗報告

８  〈総務部〉反社会的勢力との取引排除にかかる定期確認結
果報告（2023（令和５）年度）

９  〈総務部〉反社会的勢力排除対応管理先の第１四半期対応
状況報告

10  〈総務部〉「疑わしい取引の届出状況」の報告について（第
１四半期）

11 〈事業戦略室〉各委員会の開催について
12 〈事業戦略室〉ふれあい訪問活動報告について
13 〈事業戦略室〉役員研修について
14 〈各部〉事業実績報告について

令和５年９月15日発行
発 行 / 長崎西彼農業協同組合  事業戦略室
 〒 850-0032　長崎市興善町 6 番 7 号　TEL 095-825-5600　FAX 095-825-5611
 ホームページ　https://ja-nagasakiseihi.or.jp
印 刷 / ㈲正文社印刷所ひなた
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�

山
名
平
司
郎

桐
一
葉
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
の
螺ね

子じ

に
錆

�

上
野　

沙
知

峡か
い

暮
し
野
生
の
三
葉
増
や
し
け
り

�

高
尾
ひ
さ
の

山
の
湯
の
肩
ま
で
浸
か
る
星
月
夜

�

本
田　

常
子

終
戦
日
父
の
無
言
の
茶
碗
酒

�

植
村　

京
子

編 集 後 記
　９月２～３日に北部地区で JA 祭が開催されま
した。（様子などは来月ご紹介します！）ライブス
テージや歌謡ショーの際にアンコールで「もって
こーい！！」と叫んでみました。案外楽しかったで
す。最近はお祭りの取材が多く、取材しながら楽
しんでいるので財布の中と胃袋が荒れております。
しばらくはどちらもゆっくりさせてあげたいです。
 長與　海帆

管内の文化財を紹介管内の文化財を紹介

だんごも一つ一つ手作りですだんごも一つ一つ手作りです

JA 祭で食べた
シャインマスカットたっぷりの
サンドイッチ♪


